
平成２６年度関東東海北陸農業試験研究推進会議
流通加工部会　開催要領

                 部会長：食品総合研究所　食品素材科学研究領域長　門間　美千子
　
時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、日頃より，関東東海北陸農業研究推進会議流通加工部会の推進にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
平成26年度の流通加工部会の開催につきまして以下のとおりご案内します。今年度は研究成果の効率的な普及等により研究業務の波及効果をより一層高める観点から、食と農のビジネス展開と今後の食品研究の展望に係る二講演を実施し情報交換の場とさせていただければと存じます。ご多忙の折とは存じますが，できるだけ多くの方にご参集いただき、活発なご議論を賜りますようお願い申し上げます。
１．開催日時：平成２６年１１月２６日（水）１４：００～１７：１０
２．開催場所：筑波事務所共同利用施設 ３階 第３講義室
３．議　　事
  １）開会


　　　　　　　　　　　　　　１４：００～１４：０５

　　　　２）都県・独法の研究成果の相互の紹介　


１５：４０～１６：２０
（１）都県の研究成果の紹介

（２）部会としての「イチオシ」の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）分野における研究情勢に関する意見交換　

１６：２０～１６：４０
　４）その他　





１６：４０～１７：１０
会議終了後、筑波事務所共同利用施設において、懇親会を開きます。

（筑波事務所共同利用施設食堂　１７：１５～１８：３０　会費３０００円）

４．参集範囲：
　　農林水産技術会議事務局、関東農政局、東海農政局、北陸農政局
    関東東海北陸地域都県農業関係試験研究機関、普及機関及び行政部局関係者
    (独)農林水産消費安全技術センター、(独)農業環境技術研究所、(独)農業生物資源研究所、作物研究所、中央農業総合研究センター、食品総合研究所
その他部会長が必要と認めた者
５．連絡先（部会担当）：
　　食品総合研究所 企画管理部 連携共同推進室長　荒平正緒美
  　Tel：029-838-7990、FAX：029-838-7989、E-mail：kyodosuisin-nfri@naro.affrc.go.jp
講演：消費・実需のニーズに基づいたマーケットイン型研究の強化に向けて


　　　


「食品の新たな機能性表示と今後の食品研究」　　　１４：０５～１４：５５





　　　　　　　　農研機構　食品総合研究所　所長　大谷敏郎





「新品種を活用した6次産業化の推進と普及戦略」　１４：５５～１５：４０


		農研機構　中央農業総合研究センター　後藤一寿









